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戦
没
者
慰
霊
奉

賛
の
輪
が
更
に
広

げ
ら
れ
ま
す
よ
う
、

今
後
と
も
引
き
続

き
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
多
幸
と
ご
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

改
め
ま
し
て
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
ら
に
年
間
を
通
じ
ま
し
て
多
く
の
関
係

諸
団
体
に
よ
る
法
要
行
事
が
執
り
行
わ
れ
た

こ
と
に
対
し
ま
し
て
も
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
終
戦
80
年
の
節
目
に
当
た
り
当
奉

仕
会
事
業
と
し
て
、
戦
没
者
慰
霊
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
小
論
文
の
募
集
・
発
表
、
墓
苑
の

施
設
・
設
備
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め
の
募

金
、
及
び
「
戦
争
の
記
憶
を
伝
え
る
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
記
念
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
お

陰
様
で
各
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昭
和
34
年
3
月
28
日
、
昭
和
天
皇
皇

后
両
陛
下
の
行
幸
啓
を
賜
り
、
竣
工
さ
れ
て

以
来
67
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
戦
後
間

も
な
く
世
相
混
乱
の
な
か
墓
苑
の
創
建
に
携

わ
れ
、
ま
た
そ
の
後
は
戦
没
者
の
慰
霊
奉
賛
に

多
大
な
ご
尽
力
を
さ
れ
た
方
々
並
び
に
奉
仕

会
の
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
頂
い
た
多
く
の
皆

様
の
ご
芳
情
に
思
い
を
致
し
、
年
の
始
め
に
あ

た
り
、
今
一
度
戦
没
者
慰
霊
の
原
点
に
立
っ
て

奉
仕
会
の
責
務
完
遂
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
令
和
5
年
の
戦
没
者
の
遺
骨
収
集

の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
計
画

的
に
遺
骨
収
集
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は

「
ご
遺
骨
に
対
し
て
最
大

限
の
敬
意
を
も
っ
て
お
迎

え
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
」
と
考
え
て
お
り
、
ご

遺
族
に
安
寧
が
も
た
ら
さ

れ
る
よ
う
、
一
日
も
早
く

ご
帰
還
さ
れ
る
こ
と
を
強

く
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
て
遺
族
会
、
戦
友
会
並
び
に

篤
志
団
体
に
よ
る
慰
霊
行
事
・
団
体
参
拝
、

宗
教
団
体
に
よ
る
慰
霊
法
要
が
行
わ
れ
、
ま

た
多
く
の
一
般
の
方
々
の
ご
参
拝
を
頂
い
て
い

る
一
方
で
、
戦
没
者
崇
敬
思
想
の
普
及
の
指

標
と
な
る
参
拝
者
数
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
令
和

元
年
度
に
迫
る
勢
い
が
あ
る
も
の
の
、
会
員
数

は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

ご
遺
族
等
の
会
員
を
含
め
た
関
係
者
の
高
齢

化
が
進
む
中
、
こ
れ
ら
諸
課
題
の
解
決
策
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
は
、
現
在
37
万

9
8
3
柱
（
令
和
7
年
10
月
末
現
在
）
の
ご

遺
骨
が
奉
安
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

ご
遺
骨
は
先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で
の
全
戦

没
者
2
4
0
万
人
を
象
徴
す
る
も
の
で
す
。

我
が
国
を
は
じ
め
全
世
界
の
恒
久
平
和
へ
繋
が

る
べ
く
、
戦
没
者
に
対
す
る
慰
霊
奉
賛
の
心

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
確
実
に
次
の
若
い

世
代
に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、
私
ど
も
は

日
本
国
民
全
体
の
墓
苑
と
し
て
、
末
永
く
奉

賛
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

終
戦
80
年
の
節
目
の
諸
成
果
を
一
過
性
の
も

の
と
せ
ず
後
世
に
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
関

係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
啓
蒙
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
わ
が
国
で
は

終
戦
80
年
、
昭
和
百
年
の
催
し
を
始
め
、
好

評
を
博
し
た
大
阪
・
関
西
万
国
博
覧
会
の
開

催
や
二
人
の
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
、
大

谷
翔
平
選
手
を
始
め
と
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
活

躍
な
ど
明
る
い
出
来
事
が
あ
っ
た
一
方
で
、
長

期
に
わ
た
る
夏
の
記
録
的
な
高
温
に
よ
る
農

作
物
へ
の
被
害
や
ク
マ
の
人
里
や
市
街
地
へ
の

出
没
に
よ
る
人
的
被
害
な
ど
が
生
じ
ま
し
た
。

　

世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ

に
お
け
る
軍
事
衝
突
な
ど
、
世
界
で
は
今
も

な
お
紛
争
は
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
昨
年
10
月
17
日

に
は
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
を
お
迎
え
し

て
終
戦
80
年
、
令
和
7
年
度
秋
季
慰
霊
祭
を

厳
粛
に
滞
り
な
く
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
参
列
者

4
1
8
名
と
昨
年
度
に
比
し
約
40
名
を
超
え

る
規
模
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
関
係
各

位
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
ご
協
力
に
対
し
、

昭
和
天
皇
御
製
碑

　
　
　
秩
父
宮
勢
津
子
妃
殿
下
揮
毫

く
に
の
た
め
い
の
ち

　
　

さ
さ
げ
し
ひ
と

く
の

こ
と
を
お
も
へ
ば
む
ね
せ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　

  

く
る

上
皇
陛
下
御
製
碑

　
　
　
常
陸
宮
華
子
妃
殿
下
揮
毫

戦
な
き
世
を

　
　

歩
み
き
て
思
ひ
出
づ

　

か
の
難
き
日
を

　
　
　
　

生
き
し
人
々

　

令
和
８
年謹 

賀 
新 
年

　

年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
財
）
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会

会
長　

鈴
木　

俊
一

会長　鈴木　俊一

富士山の日の出

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

日

本

遺

族

会

中

央

乃

木

会

東

郷

会

陸

修

偕

行

社

英

霊

に

こ

た

え

る

会

大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者

慰
霊
団
体
協
議
会

特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会

水

交

会

三

笠

保

存

会

隊

友

会

靖

國

神

社

日

本

国

防

協

会

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会
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千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会
主
催

「
終
戦
80
年
事
業　

記
念
講
演
会
」
を
開
催

　

11
月
16
日
（
日
）「
戦
争
の
記
憶
を
伝
え
る
」

（
副
題
：
戦
争
の
風
化
を
防
ぎ
、
平
和
の
尊
さ

を
誓
う
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
奉
仕
会
主
催
の
記

念
講
演
会
が
聴
講
者
約
30
名
の
参
加
を
得
て

墓
苑
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
講
師
に
は
、
ビ

ル
マ
方
面
戦
没
者
慰
霊
の
た
め
現
地
を
幾
度
も

訪
れ
て
い
る
藤
原
淑よ

し

子こ

さ
ん
と
N
H
K
歴
史

秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
の
解
説
者
（
軍
事
考
証
、
時

代
考
証
）
と
し
て
出
演
多
数
の
関
口
高
史
さ

ん
が
務
め
た
。

　

講
演
会
は
2
部
構
成
で
、
前
段
を
関
口
さ

ん
が
ビ
ル
マ
作
戦
の
概
要
を
、
後
段
を
藤
原
さ

ん
が
自
ら
の
ビ
ル
マ
作
戦
で
の
戦
没
者
巡
礼
の

体
験
と
英
国
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

講
演
し
た
。

　

講
演
会
の
前
段
、
関
口
さ
ん
は
「
な
ぜ
ビ
ル

マ
作
戦
が
実
行
さ
れ
た
か
」
に
つ
い
て
、
ビ
ル

マ
作
戦
の
必
要
性
と
可
能
性
を
、
戦
略
、
作

戦
及
び
戦
術
レ
ベ
ル
の
区
分
ご
と
考
察
し
、
本

作
戦
の
必
要
性
と
可
能
性
の
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
生

じ
た
次
の
4
つ
の
大
き
な
問
題
点
を
指
摘
し
た
、

①
同
盟
国
、
陸
軍
頼
み
・
海
軍
頼
み
、
②
情

報
弱
者
の
不
都
合
な
情
勢
（
状
況
）
認
識
の

排
除
、
③
明
確
な
出
口
戦
略
の
不
在
（
勝
利

と
は
何
か
、
敗
北
と
は
）、
④
無
責
任
が
も
た

ら
し
た
悲
劇
（
自
ら
の
主
張
に
固
執
）。

　

結
論
と
し
て
、
米
英
軍
は
「
環
境
（
可
能
性
）

重
視
型
」
軍
隊
で
あ
っ
た
の
対
し
、
日
本
軍
は

「
任
務
（
必
要
性
）
重
視
型
」
軍
隊
で
、
ビ
ル

マ
作
戦
で
は
そ
の
限
界
を
露
呈
し
悲
惨
な
結
末

と
な
っ
た
。

　

後
段
の
講
演
で
藤
原
さ
ん
は
、
父
親
・
今

里
淑し

ゅ
く

郎ろ
う

さ
ん
は
凄
惨
な
状
況
と
な
っ
た
イ
ン
パ

ー
ル
作
戦
か
ら
奇
跡
的
に
生
還
し
た
日
本
兵
の

一
人
で
、
戦
後
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
上
座
僧
と
な

り
戦
没
者
慰
霊
に
残
り
の
人
生
を
捧
げ
た
と

語
り
、
藤
原
さ
ん
も
27
年
間
父
親
と
一
緒
に

ビ
ル
マ
各
地
を
戦
跡
巡
礼
し
、
父
亡
き
あ
と
も

8
年
間
現
在
に
至
る
ま
で
現
地
で
の
慰
霊
を

続
け
て
い
る
。
藤
原
さ
ん
の
父
親
は
小
説
「
ビ

ル
マ
の
竪
琴
」
の
水
島
上
等
兵
を
思
い
起
こ
さ

せ
て
く
れ
た
。

　

こ
の
間
、
藤
原
さ
ん
は
英
国
人
と
の
4
つ
の

出
会
い
を
経
験
す
る
。
1
9
9
9
年
2
月
に

ヤ
ン
ゴ
ン
日
本
人
墓
地
竣
工
慰
霊
祭
に
「
英
国

作
戦
同
志
会
（
B
C
F
G
）」
の
17
名
が
参
加

し
日
英
交
流
が
始
ま
り
、
2
0
2
3
年
10
月

9
日
に
は
ビ
ル
マ
作
戦
協
会
（
B
C
S
）
主
催

に
よ
る
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
で
の
日
英
合
同

慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
翌
日
10
日
に
は
保
土
ヶ

谷
英
連
邦
墓
地
に
お
い
て
日
英
合
同
慰
霊
祭
、

6
日
後
の
10
月
15
日
に
京
都
霊
山
観
音
で
日

英
遺
族
交
流
会
が
開
催
、
さ
ら
に
2
0
2
5

年
8
月
に
英
国
の
対
日
本
戦
勝
80
周
年
記
念

式
典
で
の
日
英
交
流
に
至
り
、
こ
れ
ら
の
活
動

を
通
じ
て
藤
原
さ
ん
は
次
の
2
つ
の
結
論
に
至

っ
た
と
述
べ
た
。

① 

戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
り
継
ぐ
：
平
和
は
当

た
り
前
で
な
い
、
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
戦
没
者

の
命
を
受
け
継
い
で
い
る
我
々
。
そ
の
大
切
な

命
を
ど
う
活
か
す
か
。

② 

終
戦
80
年
の
時
間
を
経
て
：
英
国
人
と
の

交
流
か
ら
、
先
の
大
戦
は
国
を
、
家
族
を
、
守

る
た
め
戦
っ
た
相
手
が
た
ま
た
ま
英
国
だ
っ
た
。

英
国
が
憎
く
て
戦
争
を
し
た
訳
で
な
い
。「
昨

日
の
敵
は
今
日
の
友
」
の
精
神
で
私
は
生
き
て

い
き
た
い
。

　

秋
の
奉
仕
茶
会

　

11
月
9
日
（
日
）、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

奉
仕
茶
会
（
会
長
・
市
野
昭
一
さ
ん
）
主
催

に
よ
る
「
秋
の
奉
仕
茶
会
」
が
墓
苑
前
屋
で

令
和
元
年
以
来
、
6
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。

　

茶
会
に
は
、遠
州
流
茶
道
・
田
中
宗
未
先
生
、

表
千
家
不
白
流
・
岩
瀬
柳
満
先
生
と
藤
原
柳

玲
先
生
、
表
千
家
流
・
実
行
委
員
会
の
3
席

主
が
参
加
さ
れ
た
。

　

あ
い
に
く
の
小
雨
の
中
、
市
野
会
長
を
先

頭
に
、
3
席
主
が
前
屋
か
ら
六
角
堂
へ
進
み
、

献
茶
式
が
行
わ
れ
、
市
野
会
長
が
お
菓
子
を
、

続
い
て
3
席
主
が
お
茶
を
そ
れ
ぞ
れ
献
じ
、
参

列
者
一
同
と
と
も
に
拝
礼
し
、
先
の
大
戦
で

の
戦
没
者
に
対
し
て
慰
霊
の
誠
が
捧
げ
ら
れ
た
。

こ
の
後
、
保
松
奉
仕
会
理
事
長
か
ら
秋
の
茶

会
開
催
に
対
し
謝
意
が
示
さ
れ
た
。

　

献
茶
式
終
了
後
、
前
屋
に
設
け
ら
れ
た
3

つ
の
茶
席
で
開
始
さ
れ
、
茶
会
の
気
分
を
盛
り

上
が
る
た
め
、
吉
川
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
5

人
メ
ン
バ
ー
の
木
管
五
重
奏
グ
ル
ー
プ
・Les 

Joyeux B
uveurs

の
音
色
が
静
か
に
墓
苑

に
響
き
わ
た
っ
た
。
小
雨
も
昼
前
に
は
止
み
、

参
加
者
は
色
づ
き
始
め
た
樹
々
と
と
も
に
秋
の

茶
会
を
楽
し
ん
で
い
た
。

ソ
連
抑
留
戦
友
・
遺
族
会
東
京
ヤ
ゴ
ダ
会

第
29
回
鎮
魂
慰
霊
祭

　

11
月
3
日
、
ソ
連
抑
留
戦
友
・
遺
族
会
東

京
ヤ
ゴ
ダ
会
は
第
29
回
鎮
魂
慰
霊
祭
を
本
墓

苑
で
執
り
行
い
約
50
名
が
参
列
し
た
。

　

慰
霊
祭
は
、
幹
事
・
島
本
正
彦
さ
ん
に
よ

る
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
国
歌
斉
唱
、
黙
祷
、

献
茶
の
儀
、
神
道
慰
霊
祭
、
奉
納
演
奏
・
民
謡
、

献
花
及
び
追
悼
の
思
い
の
紹
介
と
進
行
し
、
最

後
に
巡
検
喇
叭
で
終
了
し
た
。

　

追
悼
の
思
い
の
紹
介
で
、
奉
仕
会
事
務
所

の
応
接
室
に
展
示
し
て
い
る
「
花
嫁
人
形
」
に

つ
い
て
島
本
幹
事
か
ら
人
形
に
添
え
ら
れ
て
い

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
奉
納　

陸
軍
軍
官
学
校　

第
7
期
生
の
諸
霊
へ
：
日
本
男
児
と
し
て
生
ま

れ
、
新
天
地
満
州
の
地
と
同
徳
台
で
共
に
学

び
終
戦
と
同
時
に
抑
留
さ
れ
、
妻
を
娶
る
こ

と
な
く
逝
っ
て
し
ま
っ
た
同
期
生
を
思
う
と
き

胸
が
つ
ま
る
。
我
ら
生
を
得
て
、
祖
国
に
帰
っ

た
同
期
生
一
同
、
こ
こ
に
日
本
一
美
し
い
花

嫁
を
諸
兄
に
捧
げ
る
。
平
成
18
年
5
月
14
日

　

同
徳
台
七
期
生
」
が
紹
介
さ
れ
た
。

（
注
：
人
形
は
奉
仕
会
事
務
所
の
応
接
室
に
保

管
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
奉
仕

会
へ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
）

　

�

第
11
回　

全
国
宗
教
者
に
よ
る
戦
没

殉
難
者
慰
霊
法
要

　

先
の
大
戦
の
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
戦
没
殉

難
者
慰
霊
法
要
が
11
月
13
日
、
千
鳥
ケ
淵
戦

没
者
墓
苑
で
行
わ
れ
た
。

　

法
要
は
、
世
界
連
邦
日
本
仏
教
徒
協
議
会

（
横
浜
市
）
と
関
西
宗
教
懇
話
会
（
大
阪
市
）

が
共
催
し
、
今
年
で
11
回
目
と
な
り
、
天
台

宗
や
真
言
宗
な
ど
仏
教
7
宗
11
派
か
ら
52
人

の
僧
侶
が
参
加
し
た
。
導
師
を
務
め
た
念
法

真
教
燈
主
の
桶
屋
良
祐
さ
ん
は
墓
前
で
慰
霊

の
祈
り
を
捧
げ
た
。

　

こ
の
法
要
は
、
宗
旨
宗
派
の
垣
根
を
超
え

て
世
界
平
和
の
実
践
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
年
は
終
戦
80
年
の
節
目
と
な
り
、
導
師

を
務
め
た
念
法
真
教
燈
主
の
桶
屋
良
祐
さ
ん

は
「
今
日
も
な
お
世
界
の
各
地
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
紛
争
を
鎮
め
、
全
人
類
を
し
て
悲
痛

な
き
日
々
を
速
や
か
に
実
現
し
て
欲
し
い
。
ご

英
霊
の
皆
さ
ま
の
礎
の
も
と
に
、
私
た
ち
の
幸

せ
な
今
日
が
あ
る
。
宗
旨
宗
派
を
超
え
て
感

謝
を
す
る
こ
と
を
今
後
も
続
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

講演する関口さん

講演する藤原さん

表千家流・実行委員会呈茶席

献茶の儀

墓前での法要 神道慰霊祭

墓前での献茶表千家不白流・岩瀬柳満及び藤原柳玲先生呈茶席遠州流茶道・田中宗未先生呈茶席

花嫁人形



（３）令 和 8 年 1 月 1 日 千　　　鳥　　　ヶ　　　淵 　　奇数月１日発行　第577号

この刊行物は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。

各
団
体
の
慰
霊
参
拝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長野県飯山市遺族会　9月9日

陸修偕行社　9月11日

長野県飯田市遺族会　9月24日

石川県津幡町遺族会　9月30日

静岡県遺族会　10月4日東京都武蔵村山市遺族会　10月6日

埼玉県和光市遺族会　10月14日浄土真宗本願寺派（鹿児島寺族婦人会連盟）　10月21日

岩手県遺族会　9月16日

静岡県川根本町遺族会　9月28日 群馬県榛東村遺族会　9月27日

冨士浅間神社　9月24日

千葉県いすみ市遺族会　10月18日

東京都多摩市遺族会　10月9日

永谷天満宮氏子会　10月22日



令 和 8 年 1 月 1 日 千　　　鳥　　　ヶ　　　淵 奇数月１日発行　第577号（４）

この刊行物は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。

各
団
体
の
慰
霊
参
拝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神奈川県寒川町遺族会　10月28日

神奈川県茅ヶ崎市遺族会　10月23日

 広島市遺族会　11月10日

清掃奉仕会　11月15日

神奈川県海老名市遺族会　11月2日福島県郡山市遺族会　11月3日

東京都羽村市遺族会　11月7日さいたま市浦和遺族会　11月10日

神奈川県平塚市遺族会　10月29日

立正佼成会　山形支部　10月31日 東京メレヨン会　10月26日

愛媛県西条市遺族会　11月10日

千葉県八街市遺族会　11月6日

神奈川県大和市遺族会　11月12日

記念講演会　11月16日



（５）令 和 8 年 1 月 1 日 千　　　鳥　　　ヶ　　　淵 　　奇数月１日発行　第577号

この刊行物は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。

令
和
7
年
度
遠
洋
練
習
航
海
を
終
え
て

練
習
艦
隊
司
令
官　

海
将
補　

渡
邉　

浩

　

は
じ
め
に
、
公
益
財
団
法
人
千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
墓
苑
奉
仕
会
の
皆
様
の
戦
没
者
慰
霊
に

か
か
る
不
断
の
ご
尽
力
と
献
身
的
な
活
動
に

対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
た
び
「
千
鳥
ヶ
淵
」
へ
の
寄
稿
の
機
会
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
遠
洋
練
習
航
海
出

発
前
に
は
実
習
幹
部
と
と
と
も
に
謹
ん
で
墓

苑
に
献
花
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
紙
面
を
借

り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
7
年
度
の
海
上
自
衛
隊
遠
洋

練
習
航
海
は
、
練
習
艦
「
か
し
ま
」
及
び
「
し

ま
か
ぜ
」
の
2
隻
に
約
1
9
0
名
の
新
任
幹

部
海
上
自
衛
官
を
含
む
約
5
7
0
名
が
乗
組

み
、
6
月
か
ら
11
月
ま
で
の
お
よ
そ
5
か
月
間
、

中
南
米
方
面
を
中
心
と
し
て
7
か
国
11
寄
港

地
を
訪
問
し
ま
し
た
。
新
任
幹
部
は
こ
の
航

海
を
通
じ
て
海
に
慣
れ
、
部
隊
勤
務
に
必
要

な
基
礎
的
知
識
・
技
能
を
習
得
し
、
シ
ー
マ
ン

シ
ッ
プ
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
磨
く
と
と
も
に
、

国
際
的
な
視
野
を
広
げ
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、

す
ぐ
に
新
た
な
職
務
と
責
任
が
付
与
さ
れ
、

練
習
艦
隊
を
巣
立
ち
「
海
上
武
人
」
と
し
て
、

わ
が
国
の
海
上
防
衛
の
任
に
就
い
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
回
訪
問
し
た
中
南
米
諸
国
は
、
単
に
歴

史
的
・
経
済
的
に
日
本
と
の
関
係
が
深
い
ば
か

り
で
な
く
、
世
界
最
大
の
日
系
社
会
を
有
す

る
ブ
ラ
ジ
ル
を
は
じ
め
、
多
く
の
日
系
人
の
方
々

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
と
日
本
と
の
懸
け
橋
と
な

っ
て
活
躍
さ
れ
、
親
日
的
で
友
好
な
関
係
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
外
交
関
係
樹
立
か
ら

1
3
0
周
年
を
迎
え
た
ブ
ラ
ジ
ル
、
同
じ
く

90
周
年
を
迎
え
た
グ
ア
テ
マ
ラ
の
両
国
に
、
節

目
の
年
に
訪
問
で
き
た
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
と
の
更
な
る
関
係
強
化
に
大
い
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
任
幹
部

た
ち
も
現
地
で
の
交
流
を
通
じ
て
、
当
該
国
の

歴
史
や
文
化
、
そ
し
て
日
本
と
の
関
係
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、「
自
分
自
身
が

日
本
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
」
を
改
め
て
見

つ
め
直
す
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
遠
洋
練
習
航
海
は
、
海
に

出
て
日
本
を
離
れ
て
こ
そ
気
づ
く
こ
と
の
で
き

る
祖
国
へ
の
想
い
・
価
値
観
を
育
む
機
会
で
も

あ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
う
し
た
価
値
観
の
一
つ
に
、「
先
人
へ
の

畏
敬
」
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
遠

洋
練
習
航
海
で
も
、
先
の
大
戦
を
含
め
て
洋

上
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
追
悼
、
訪
問
国

に
眠
る
日
本
兵
等
の
墓
前
で
の
追
悼
、
訪
問

国
の
英
雄
や
戦
没
者
に
敬
意
を
表
し
て
の
献

花
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ワ
イ
方
面
か
ら

の
帰
国
の
途
上
で
は
、
激
戦
か
ら
80
年
を
迎

え
た
硫
黄
島
沖
を
航
過
し
、
洋
上
か
ら
追
悼

い
た
し
ま
し
た
。
古
今
東
西
を
問
わ
ず
、「
国

の
た
め
に
身
を
捧
げ
ら
れ
た
先
人
」
に
畏
敬
の

念
を
抱
き
、
先
人
の
「
献
身
」「
勇
気
」「
犠

牲
心
」
と
い
っ
た
精
神
に
共
感
し
て
自
ら
も
そ

う
あ
り
た
い
と
思
う
こ
と
は
、
国
防
を
担
う

◎
奉
仕
会
年
度
会
費
納
入
者
（
団
体
・
個
人
）（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

冨
士
ダ
イ
ス
㈱
27
名
、
中
川
昌
久
、
藤
井　

隆
、
阿
部
陽
治
、
坪
倉
君
代
、
越　

修
一
、

松
本
加
代
子

◎
新
入
会
員
（
敬
称
略
、
順
不
同
）
※
（
正
）
は
正
会
員
、（
終
）
は
終
身
会
員
、（
特
）

は
特
別
会
員

　

横
山　

稔
（
正
）、
井
浪　

涼
（
正
）、
大
原
妙
順
（
正
）、
本
城
典
之
（
正
）、
髙
市
奈

都
子
（
正
）、
長　

和
子
（
終
）、
吉
村
靖
子
（
終
）

◎
奉
納
者
（
団
体
・
個
人
）（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

静
岡
県
遺
族
会
、
武
蔵
村
山
市
遺
族
会
、
和
光
市
遺
族
会
、
埼
玉
県
遺
族
連
合
会
、
神

奈
川
県
遺
族
会
、
宮
城
県
連
合
遺
族
会
、
茅
ヶ
崎
市
戦
没
者
遺
族
会
、
平
塚
市
遺
族
会
、

中
央
区
遺
族
会
、
さ
い
た
ま
市
浦
和
遺
族
会
、
大
和
市
戦
没
者
遺
族
会
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
戦
友
遺
族
会
、
比
島
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
方
面
戦
没
者
遺
児
の
会
、
東
京
メ
レ
ヨ
ン
会
、

東
京
ヤ
ゴ
ダ
会
、
英
霊
に
こ
た
え
る
会
、
か
む
な
が
ら
の
み
ち
、
関
西
宗
教
懇
話
会
、
世

界
連
邦
日
本
仏
教
徒
協
議
会
、
自
徳
院
・
東
前
寺
、
普
明
会
教
団
、
解
脱
会
、
丸
山
教
藤

の
花
会
、
日
蓮
宗
神
奈
川
県
第
二
部
檀
信
徒
協
議
会
、
金
光
教
天
樂
会
関
東
支
部
、
新
宗
連
、

水
交
会
、
愛
媛
東
予
万
灯
講
、
帝
国
華
道
院
研
究
部
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
者
墓
苑
奉
仕
茶
会
、

櫻
晴
れ
清
掃
奉
仕
会
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ワ
ン
㈱
、
㈱
総
合
防
災
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
日
本
パ

ー
カ
ラ
イ
ジ
ン
グ
㈱
、
馬
野
猛
彦
、
樋
口
悦
代
、
菅
原
里
江
子
、
市
岡
貴
美
、
柴
田
米
實
、

福
井
康
夫
・
博
子
、
芹
川
い
ち
子
、
山
村
龍
雲
、
竹
内
一
香
、
藤
平
一
照
、
竹
内
一
養
、

近
藤
佐
季
子
、
藤
間
享
幸
嘉
、
吉
永
龍
奏
、
吉
永
龍
睗
、
安
藤
一
感
、
加
賀
呑
正
子
、
渡

邊
榮
三
郎
、
奥
住
栄
子
、
山
本
行
徳
、
水
谷
宗
雅
、
佐
藤
浩
士
、
金
澤
尉
順
、
菅
沼
豊
子
、

松
藤
み
ど
り
、
宮
㟢
遼
一
、
御
手
洗
朋
子
、
杉
村
克
治
、
岩
浅
博
之
、
永
友　

隆
、
秀
平

良
子
、
河
野
典
子
、
徳
田　

新
、
酒
井
治
雄
、
齋
藤
安
彦
、
岩
崎
明
生
、
福
島
一
貴

　
◎
参
拝
団
体
（
前
項
以
外
、
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

多
摩
市
遺
族
会
、
い
す
み
市
遺
族
会
、
神
奈
川
県
寒
川
町
遺
族
会
、
愛
知
県
東
海
市
遺

族
会
、
海
老
名
市
遺
族
会
、
愛
知
県
長
久
手
遺
族
会
、
八
街
市
遺
族
会
、
長
野
県
辰
野
町

遺
族
会
、
羽
村
市
遺
族
会
、
広
島
市
遺
族
会
、
愛
媛
県
西
条
市
遺
族
会
、
奥
州
金
ケ
㟢
遺

族
会
、
御
前
崎
市
遺
族
会
、
狛
江
市
遺
族
会
、
日
蓮
宗
栃
木
県
宗
務
所
、
立
正
佼
成
会
山

形
支
部
、
永
谷
天
満
宮
氏
子
会
、
ア
ジ
ア
南
太
平
洋
協
力
会
、
智
山
青
年
連
合
会
、
高
野

山
真
言
宗
、
曹
洞
宗
埼
玉
第
二
宗
務
所
、
本
門
佛
立
宗
、
岡
山
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会
、

千
代
田
区
海
洋
少
年
団
、
喇
叭
保
存
会
、
喇
叭
伝
承
会
、
東
京
郷
友
連
盟
、
自
衛
隊
中
央

病
院
、
陸
自
衛
生
学
校

◎
清
掃
奉
仕
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

ト
イ
レ
清
掃
奉
仕
、
葵
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
清
掃
奉
仕
、
阿
含
宗
清
掃
奉
仕
、
千
鳥
ヶ

淵
戦
没
者
墓
苑
清
掃
奉
仕
会

◎
献
花
台
奉
仕
者
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

京
葉
古
流
（
小
浦
一
條
、
原　

一
志
、
内
藤
一
春
、
渡
邊
一
陽
）、
古
流
桜
会
（
汐
満
理

月
、
高
橋
理
潤
、
高
橋
理

乃
、
田
端
理
信
）、
柴
山

古
流
・
縁
山
流
（
沼
田
冷

笑
、
奥
島
冷
恵
、
古
川
冷

京
、
菊
地
冷
瞳
）、
駿
東

流
（
小
泉
恵
華
、
御
園
菊

絵
、
御
園
ま
お
、
飯
塚
知

之
）、
都
古
流
一
孝
会
（
内

田
和
宏
、
内
田
空
良
、
湯

浅
共
子
、
山
中
一
里
、
山

口
桂
子
、
山
口
蒔
穏
、
永

田
佐
織
、
永
田
詩
織
）、

草
月
流
（
髙
橋　

一
、
桑

島
涼
子
、
野
島
晃
司
、
高

木　

駿
）、
東
未
生
流
（
髙

橋
良
久
）、
松
南
古
流
（
水

沼
松
志
、
秋
穂
）

　

令
和
7
年
11
月
30
日
ま

で
の
受
付
分
を
掲
載
、
12

月
1
日
以
降
の
受
付
分
は

次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

者
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
崇
高
な
自
衛

隊
の
使
命
の
た
め
に
働
く
原
動
力
と
な
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
艦
隊
は
、
今
後
と
も
遠
洋
練
習
航
海

を
通
じ
て
、
国
民
の
信
頼
と
負
託
に
応
え
る
こ

と
の
で
き
る
若
き
幹
部
海
上
自
衛
官
を
育
て

て
ま
い
る
所
存
で
す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
御

理
解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
令
和
7
年
度
遠
洋
練
習
航
海
の
御

報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

終戦 8 0年募金

1 4 , 9 9 7 , 0 0 0円
累計（ 7 年11月30日現在）

3 , 0 2 5 , 0 0 0円
（10月 1 日から11月30日の間）

☆募金された皆様（敬称略、順不同）

髙澤美由紀、境田吉男、田村　力、三宅洋之、
磯　定憲、佐藤由美子、大浦夏樹〇、髙荷義孝

〇は高額募金者を示す
（皆様のご芳志に篤く御礼を申し上げます）

マゼラン海峡からの南十字星 パタゴニア水道を航行 洋上追悼（硫黄島沖）

日本国練習艦隊
司令官 海将補 渡邉 浩



令 和 8 年 1 月 1 日 千　　　鳥　　　ヶ　　　淵 奇数月１日発行　第577号（６）

　

墓
苑
便
り（
奉
仕
会
だ
よ
り
）

　

8
年
1
月
〜
2
月
の
献
花
の
予
定

　

帝
国
華
道
院
研
究
部
の
会
員
に
よ
る
1
月

・
2
月
の
献
花
は
次
の
方
々
で
す
。

　

ご
来
苑
の
際
は
、
是
非
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

　

1
月　

池
坊
宝
生
流　
　
　

大
澤　

勝
風

　
　
　
　

池
坊
宝
生
流　
　
　

長
谷
川
一
翠

　
　
　
　

柴
山
古
流
・
縁
山
流　

濱
中　

冷
雅

　

2
月　

日　

新　

流　
　
　

小
田
切
博
新

　
　
　
　

未　

生　

流　
　
　

谷
口　

信
甫

　

令
和
8
年　

役
員
会
議
等
の
予
定

　

・
令
和
7
年
度　

第
2
回
通
常
理
事
会

　
　
　

令
和
8
年
2
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
：
墓
苑
会
議
室

　

・
令
和
8
年
度　

第
1
回
通
常
理
事
会

　
　
　

令
和
8
年
4
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
：
墓
苑
会
議
室

　

・
令
和
8
年
度　

定
時
評
議
員
会

　
　
　

令
和
8
年
5
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
：
墓
苑
会
議
室
＊

　

＊
G
H
市
ヶ
谷
か
ら
墓
苑
会
議
室
に
変
更

　

・
令
和
7
年
度　

期
末
監
査

　
　
　

令
和
8
年
4
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　

10
時
00
分
〜
：
墓
苑
会
議
室

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
の
2
週
間
前
ま
で
に
関
係

各
位
へ
細
部
の
ご
連
絡
を
メ
ー
ル
等
で
お
送

り
致
し
ま
す
。

　

編
集
後
記　

　

昨
年
、「
日
ソ
戦
争
」（
麻
田
雅
文
著
：
中
公

新
書
）
と
「
日
本
軍
兵
士
」（
吉
田　

裕
著
：

中
公
新
書
）
を
読
ん
だ
。
読
後
、
改
め
て
感

じ
た
こ
と
は
、
な
ぜ
も
っ
と
早
く
戦
争
を
や
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
だ
。
1
9
4
4
年

以
降
の
戦
没
者
が
占
め
る
割
合
は
実
に
全
戦

没
者
の
91
％
に
達
し
、
ま
た
1
9
4
5
年
以

降
は
東
京
大
空
襲
、
沖
縄
戦
、
広
島
と
長
崎

へ
の
原
爆
投
下
や
ソ
連
の
参
戦
も
受
け
た
。

　
「
日
本
軍
兵
士
」
は
兵
士
の
目
線
か
ら
先
の

大
戦
の
実
相
を
述
べ
て
い
て
、
改
め
て
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
。
膨
大
な
戦
病
死
と
餓
死
、
世

界
で
一
番
高
い
自
殺
率
、
被
服
・
装
具
を
含

め
装
備
全
般
の
低
充
足
と
劣
化
、
部
隊
内
の

私
的
制
裁
な
ど
に
つ
い
て
デ
ー
タ
や
証
言
で
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　

戦
没
者
の
多
く
は
、
戦
闘
で
亡
く
な
る
前

に
こ
の
よ
う
な
劣
悪
な
条
件
・
環
境
で
辛
酸

を
な
め
、
さ
ら
に
戦
没
し
て
か
ら
は
遺
族
や
親

族
も
不
明
で
故
郷
の
墓
に
戻
れ
ず
、
こ
こ
千
鳥

ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
奉
安
さ
れ
て
い
る
。
改
め

て
戦
没
者
に
対
し
合
掌
し
た
。

〇
子
育
て
世
代
で
す
。
20
年
後
の
1
0
0
年

の
節
目
に
ま
た
来
ま
す
ね
。（
B
・
S
）
8
／
18

〇
私
は
中
国
の
留
学
生
で
す
が
、
日
本
は
本

当
に
大
好
き
で
す
。
戦
争
は
ど
の
国
で
あ
っ
て

も
被
害
者
で
す
。
中
日
両
国
が
憎
し
み
を
捨

て
、
団
結
し
平
和
を
築
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。	
8
／
22

〇
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
全
て
の
人
々
が
、
そ

の
生
涯
で
誰
も
殺
め
る
こ
と
も
な
く
、
善
き
人

の
ま
ま
命
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う

に
。
人
々
の
心
に
あ
る
憎
し
み
や
差
別
の
種
が

花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。
今
、
こ

の
国
に
戦
争
の
な
い
時
代
に
生
ま
れ
た
人
間
と

し
て
、
責
任
を
持
っ
て
生
き
て
い
き
ま
す
。

	

（
丸
）
9
／
15

〇
消
息
が
わ
か
ら
な
い
曾
祖
父
の
こ
と
を
想

い
来
ま
し
た
。
祖
国
に
帰
れ
な
か
っ
た
こ
と
、

ど
れ
ほ
ど
無
念
だ
っ
た
か
と
今
で
も
日
々
考
え

ま
す
。
曾
祖
父
が
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
人
生
を

精
一
杯
ま
っ
と
う
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

	

（M
inori

）
9
／
15

〇
亡
父
は
元
予
科
練
少
年
飛
行
兵
、
最
後
の

特
攻
隊
員
と
な
る
予
定
で
し
た
。
出
撃
命
令

が
下
さ
れ
る
直
前
に
熊
本
の
人
吉
基
地
で
終

戦
を
迎
え
ま
し
た
。
父
は
平
成
10
年
に
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
生
前
に
は
千
鳥
ヶ
淵
と
靖
國

神
社
に
お
参
り
し
た
い
と
言
っ
て
ま
し
た
。
今

日
、
父
の
遺
影
を
写
し
た
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
お

参
り
に
来
ま
し
た
。
父
の
思
い
を
果
た
せ
た
と

思
い
ま
す
。	

（
入
月
）
9
／
23

〇
本
日
初
め
て
こ
ち
ら
へ
お
伺
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
本
日
も
家
に
帰
る

と
妻
が
お
り
、
温
か
い
食
事
を
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
か
げ
様
で
本
日
も
温
か
い
お
風

呂
に
入
り
、
温
か
い
布
団
で
眠
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
今
日
こ
の
日
ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
事

に
感
謝
し
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
に
出
来
る
こ
と
、

自
分
の
周
り
の
人
を
思
い
や
り
暮
ら
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
日
本
国
が
次
の
世
代
、

そ
し
て
次
の
次
の
世
代
へ
と
永
遠
に
続
く
よ
う

に
全
力
で
生
き
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

	

（
山
口
）
11
／
5

参
拝
し
て
想
う（
休
憩
所
ノ
ー
ト
よ
り
）

この刊行物は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。

（公財）千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会への入会のご案内
　千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会は、皆様のご支援に支えられ活動しています。
当会では皆様のご入会を心からお待ちしております。
1　会員の種類と会費

区　分 名　称 会　費

個　人
正 会 員 ¥3,000/年
終身会員 ¥30,000（ 1 回）

団体・法人
特別会員 ¥10,000/年
永代会員 ¥100,000（ 1 回）

2�　会費の納入
（納入要領の細部は、千鳥ヶ淵戦没者墓苑HPに記載しております）
　①郵便局での振り込み
　　・郵便振替口座：記号・番号　00140−2−42556
　②銀行での振り込み（住所・氏名はメール等で別途お知らせ下さい）
　　・振 込 先：りそな銀行　九段支店
　　・店 番 号：274
　　・普通口座：0831949
　　・口座名義：公益財団法人　千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会
3　会員の特典
　・�2 ヶ月に一回発行する広報紙「千鳥ヶ淵」（行事案内含む）を送付します。
　・秋季慰霊祭へ希望すれば参加できます。（多数の場合抽選となります）
　・永代会員名簿は、秋季慰霊祭で奉納されます。


